
資料１

北斗市総合戦略［骨子案・一次素案］
に対する各委員意見要旨

北斗市総務部企画財政課



○ ⇒ ご指摘のように資料提出のうえ、ご意見を頂戴したい。

【基本目標 ～ 施策の方向性】

○ ⇒

○ ⇒ ご指摘を参考とさせて頂きたい。

○ ⇒

○ ⇒ 同　上

○ ⇒

○

1-6

1-7 総合戦略の施策検討では“選択と集中”
以外ないと思うが北斗市は新幹線開業
があるので、近隣や道央圏も巻き込んで
マンパワー不足を補い華々しいスタート
を切ることに向け一丸とならなくてはいけ
ない状況にあると思う

新幹線効果を生かすことが戦略の要と思
うので、全ての基本目標に開業効果を絡
めたほうが北斗市の特徴を出しやすい

北斗市らしさを明確に見せる必要があ
る。ＳＷＯＴ分析の手法も用い、北斗市の
強み・弱みを明示することで何が北斗市
らしさかが明確になり、費用対効果に配
慮した施策展開が可能な戦略ができると
考えます

1-2

マンパワー不足や危機感が感じられないなどのご指摘
を踏まえた一次素案に反映させたい。

新駅のできる市への期待・役割という観
点から現状までを見ると、大きな事業へ
のマンパワー不足。そこをカバーして出
来る事の計画立てが必要

まずは開業日にどう北斗市の素晴らしさ
を全国に発信できるかだ

1-4

備考指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

【策定の趣旨】

№ 意見要旨

1-3

骨子案では出し切れていなかった面もありますが、北
海道新幹線開業を全てに絡めた総合戦略としたい考え
は同じであります。

北海道新幹線開業の華々しいスタートを演出する主体
は多様と考えていますが、総合戦略は新幹線開業から
開業後の地域づくりを重点的に進める指針としたいと
考えています。

1-5

第１　基本的な考え方 　総合戦略策定の基本的な考え方、市の現状や進むべき方向

総合戦略における取組内容（案）

1-1 戦略策定の趣旨、事業イメージが示され
ないと意見を出しずらく一次素案では明
示願いたい

地方はマンパワーや財源が十分ではな
いがゆえに、住民の安心な暮らしを維持
するための財源・税収確保策を探る中で
最悪のシナリオを描いてみなければ表面
的な取り組みに終始し本質の改善には
至らない。その点からすると骨子案には
危機感が感じられない。
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備考指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針№ 意見要旨

第１　基本的な考え方 　総合戦略策定の基本的な考え方、市の現状や進むべき方向

総合戦略における取組内容（案）

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ そのようなものにしたいと考えています。1-10 総合戦略がきっかけになり、若い人を呼
び込めるかと考えています

子どもへの医療費助成が人口に好影響
と思っていたが実際は減少している

人口が減少しており、企業誘致と地元に
家を建てて住んでもらいたい。

2-2 今後は、数値目標を具体的に決定できる
よう最終案に向けて各委員と協議したい

2-3 ・委員からは様々な観点からの「北斗市
からの情報発信機能の強化」に関する言
及があった。新幹線開業後、一層の都市
間競争の激化が予想される中で、この指
摘は重要である。

・北斗市では「ロゴマーク・キャッチフレー
ズ」を積極的には活用しているが、ＣＩが
有しているはずの全体的なメッセージの
発信には繫がっていない。

・新駅周辺整備計画においても、このＣＩ
につらなる整備方針が分かりづらく、各
種法人が立案する進出のための大義名
分が明示しづらくなっているのではない
か。駅を中心とした都市の再生を目指す
好事例として旭川市の「北彩都あさひか
わ」があり、今年度の都市景観大賞を得
ている。

・「北斗市のグランドデザインを目に見え
る形にする」ＣＩとその応用展開であるＶＩ
について推進するトータルデザイン推進
本部をつくり、地域創生に関わる諸事業
のＰＤＣＡサイクルを回していくことを提案
します。

1-9 人口問題対策は即効性のある対策は難しいと考えま
すが、市の特徴を最大限に生かした絞込みを行いたい
との考えであります。

【人口ビジョン・対策】

2-1 総合戦略を展開する中において、ご指摘の方向と結果を
出せるよう努めてまいりたい。

1-8

総合戦略を目に見える形にするためにも数値目標がポイ
ントとなるので審議をよろしくお願いしたい。

人口ビジョンに関する基礎データを提出する際に要因
などの詳細をご説明したい。

人口問題対策は、あれもこれもではなく
何かに特化した戦略を検討すべき

北斗市のまちづくりを進める上で貴重なご提言であると思
います。なお、総合戦略の策定段階の限られた時間の中
にあっては、議論や検討を十分に行えないため、総合戦略
を展開していく中で、または、今後、総合計画を策定する場
合には、ご提言の内容を踏まえた検討を行ってみたい。
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備考指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針№ 意見要旨

第１　基本的な考え方 　総合戦略策定の基本的な考え方、市の現状や進むべき方向

総合戦略における取組内容（案）

○ ⇒2-4 人口減少問題の克服に向けた取組が重
要で、新幹線開業効果を生かした産業振
興に注力し、北斗市らしさを前面に出し
たまちづくりが必要不可欠となる

総合戦略を展開する中において、ご指摘の方向と結果を
出せるよう努めてまいりたい。
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○ ⇒ ご指摘のとおり修正してまいりたい。

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

過去の企業誘致のような近隣企業の誘致競争では意
味がないという点で認識は一致しております。

【表題／開業効果】

新駅駅前開発は特殊性があるので他地区との企業誘致と
は状況が異なります。また、企業誘致は基本的には単独
で進めることになります。

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜雇用の確保＞

1-2

1-3

基本目標　１

総合戦略における取組内容（案） 備考

新駅前への企業誘致は市の既定方針に同じです。ま
た、居住援助は移住定住対策で吸収できるものは対応
したい考えです。

【企業誘致】
企業誘致は他自治体との競争になるの
で、あまり重点としないほうが良いのでは

ＩＴ企業誘致では函館市の成功例もある。
実践型雇用創出事業(パッケージ事業)も
函館市で今年採択されており、そのよう
な事業も活用した方が良い

駅前開発に関連する企業誘致(企業側の
メリットを生む助成や従業員の市内居住
援助)による雇用創出

2-1 企業誘致では時間的な距離短縮も含め
てＰＲするべきだし、全国的に誘致に取り
組むだろうから早めに企業のリストアップ
を行い進めるべきではないか

2-4

№ 意見要旨

1-1 「北海道新幹線の開業効果を活かした産
業の振興・・・・」とあるが、開業効果とは
受け身に聞こえるので「北海道新幹線を
活かした・・・」へと修正が必要

2-5 立地後に起こり得ることであり、その場合は労政面で可能
なサポートが必要となりますが、総合戦略の策定段階にお
いては雇用の創出に向けた戦略となるようまとめてまいり
たい。

企業誘致や移住においては、時間的な距離短縮効果など
北斗市の優位性をアピールしてまいりたい。

総合戦略においても北斗市及び道南地域の物流機能の
優位性を生かしてまいりたい。

参考とさせていただきたい。

企業誘致では立地後に倒産や閉鎖した
場合の負担が無いようになっているのか

2-2 道内の他の自治体からは道南は新幹線
あり飛行機あり船もあり物流がしっかりし
ているとよく言われる

2-3 首都圏との行き来ではこの地域の優位
性は高い。駅前開発がうまく進まなかっ
た理由を認識した上でなければＩＴ誘致な
どでも同様の課題が出るのでは。誘致は
単独で進めるのか、道南全体で検討して
もよいのでは
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指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜雇用の確保＞基本目標　１

総合戦略における取組内容（案） 備考№ 意見要旨

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 同　上

1-4

1-5

2-6

【雇用環境など】

・ＩＴ関連企業への支援は函館市の例を
見るように有効。(函館市は産業支援セン
ターにインキュベータールームを用意し
ているが現在満室であり、過去に駅前の
空きビルを活用したｅスペース・レンタル
オフィスを設置した支援も効果を挙げて
いた)

・北斗市の場合は新駅の近くにインター
ネット回線をある程度整備した貸事務所
を用意し、新幹線を利用しての打合せや
商談がスムーズに進むようにすることで
首都圏や北関東の企業には便利と思う。
類似例としては千歳アルカディア・プラザ
がある。誘致対象業種としては、コール
センター、通販会社、企画会社など生産
設備が不要な様々な業種が候補になる
かと思う。

・函館市に比べて居住環境に恵まれてい
るので、企業誘致と組み合わせて進出企
業の職員を対象に空き家を斡旋すれば
首都圏では実現困難な庭付き一戸建て
生活と車を所有してＩＴ企業に勤務するこ
とも可能で魅力的に映ると思う。可能で
あれば車のリース、レンタル等の斡旋を
行い、高速道路も活用できるようにすれ
ば駐車場確保が難しい函館市中心部よ
りも企業としては魅力的と思う。

・個々の施策をバラバラに見せるよりは、
上記のように組み合わせて実施した方が
効果的にアピールしやすいと思う。

仕事は盗んで覚えるものから育てながら
覚えさせるへと変化している。育てた職
員をいかに外へ出さないか、外国人実習
生やアルバイトを使える指導者的な人材
も育てなければならない

企業の雇用などに対する支援のあり方について、
会議の中でも伺ってまいりたいと思います。

函館市の事例を含め、ＩＴ企業や生産設備を必要としない
業種企業の誘致及び居住環境支援など、総合戦略の施策
を制度設計していく中で参考とさせていただきたい。

生産年齢人口が減少しており、企業は伸
ばすか維持かの状況で、人がいなけれ
ば会社が成り立たない
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指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜雇用の確保＞基本目標　１

総合戦略における取組内容（案） 備考№ 意見要旨

○ ⇒ 同　上

○ ⇒

○ ⇒ ものづくりに関する子どもへの教育も大切と考えます。

○ ⇒ 既存の施策と一致しているご指摘です。

○ ⇒

○ ⇒1-11

総合戦略では全ての面において、情報発信とその手法
が重要であると考えています。

1-9 新駅前ホテルの雇用創出（物販・飲食・
宿泊）と観光振興

Ｕターン雇用の優位性の打ち出しと全国
への発信による若い世代や後継者づくり

北斗市や市内の会社のＰＲ方法として、
ふるさと納税の強化やミス北斗もある

1-6

1-7

1-8

Ｕターン雇用などでは、北斗市における暮らしの利便性な
どとともに情報発信に努めたいと考えています。

【雇用創出・情報発信】

子ども達に仕事に興味を持ってもらえる
よう体験就労を毎年行っている

高校生はひとつでも多くの資格を取り就
職や進学を目指している。函商は８割が
女子で地元志向が非常に強く、函館市内
か近郊を希望している。また、地元志向
が強いので安心して過ごせる環境が必
要

全体的な雇用の場を創出する中で取り組みを進めたい
と思います。

食品関係では円安や人手不足で厳しく現
状を乗り切るのが精一杯である

1-10
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○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

北斗市らしさ以前にどういうまちであると
の認識を市は持っているのか、将来的な
方向性の考えは

備考№ 意見要旨

観光を進める上では、お客様への意識を
まち全体でどう考えているのかから始ま
る。また、北斗市でできる観光から始める
スタンスでよいと思う

北斗市観光振興プランに基づいて、ご指摘の点も含め
て取り組みを始めているところです。

北斗市らしさには、歴史や風土からくる内面的ならしさ
と、外に向けて発信する特徴を生かしたらしさがあると
考えていますので、総合戦略では外を意識した北斗市
らしさを強く出していきたいと考えています。

今後も素材の発見と磨き上げは必要となりますので、
ご指摘を踏まえてまいります

1-3

1-5

2-1

基本目標　１

いまある観光資源を線で結ぶ、北斗市ら
しさをどう情報発信するかであり、方向性
が決まれば具体化できるし、参加体験型
で北斗でなければ体験できないものを提
案できればチャンスとなる

【北斗市らしさ】

1-1

1-2

1-4

【北斗市観光に関する考え方】

北斗市の観光資源は良いものがある
が、北斗市だけで観光客を呼び込むの
は無理。どこから人を呼び込むかが重要
ではないか

このような検討の場が遅すぎた感があ
る。また、観光は大野地区が主になって
いる気がするので、市内全体を見廻して
地域巡りをしてみてはどうか

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜観光　・　交流人口＞

総合戦略における取組内容（案）

北関東以北の地域を対象としたプロモーション活動を
実施しているところです。

多様な面を持ち合わせているまちでありますが、一口
で言えば都市と自然が共生している暮らしやすいまち
であると認識しています。

2-2 北斗市の観光と消費という点では一次産
業を生かした体験観光があり、特に函館
市と連携して修学旅行の誘致が可能性
の高い分野だと思っている。体験型で道
南が連携することが有効で、プロモーショ
ン活動も同様

ご指摘のように観光産業は幅広い関連と効果を生むと認
識しており、北斗市の特徴の一つである一次産業との関連
を含めてより広く経済的な効果を出せるよう取り組みを進
めてまいりたい。

ご指摘の一次産業を生かした体験型観光、修学旅行の誘
致は、北斗市観光の進むべき方向の一つであると思いま
すので、受け皿など基盤を整えつつ、観光メニューとして精
査していくことが急務であると認識しています。

観光産業は産業連関表を使うと非常に
幅広い産業セクターとの関連性があっ
て、それぞれを振興するのに良い産業と
いう認識であり、国も様々な政策の中で
観光に結び付けた地域振興を提言して
いる。
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備考№ 意見要旨

基本目標　１

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜観光　・　交流人口＞

総合戦略における取組内容（案）

○ ⇒ 同　上

○ ⇒

○ ⇒ 同　上

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 駅周辺の賑わいが得られるよう進めたい。

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

1-7

1-8

1-9

1-12

1-13

【情報発信】

北斗市らしさが具体的に見えないので全
国へのＰＲが弱いのでは。東北地方の方
がこちらでＰＲしたいとの売込みが増えて
いる

1-14

1-11

1-10

1-6

観光に関する情報発信をどのように充実
させていくのか

ずーしーほっきーを使ったお菓子を作っ
ているがどうＰＲするかが難しい問題

他の合併自治体との姉妹都市交流は
行っているのか

【近隣などとの連携　・　都市交流】

開業後３、４年が勝負ではと思う。市内に
は身近なところに素晴らしい景観がある
が、そういうものをＰＲできていない

北斗市や市内の会社のＰＲ方法として、
ふるさと納税の活用やミス北斗もある

北斗市の認知度が低く、このことからブラ
ンド名を「はこだて育ち」としている。ま
た、関連してアクセス列車の増編成から
駅の外に人が出てくるのか

トラピスト修道院は観光の目玉(スポット)
となることに賛成しているのか状況はどう
なのか

観光に関して七飯町との連携はどうなの
か

大沼のクロスカントリーコースの活用など、必要なところは
連携して進めています。

北斗市の知名度不足がＰＲの難しさを感じさせている
原因と考えますので、その点を強く意識した情報発信を
行ってまいります。

現時点では行っていませんが、総合戦略を展開する中
で都市間交流に取り組みたい考えです。

厳粛・静寂な環境に支障のない範囲であれば、ツアー
客への修道院内部見学など一定の条件の中で協力を
いただいています。

総合戦略では全ての面において、北斗市の知名度を
高めるとともに情報発信・手法が重要であると考えてい
ます。

素材の活用、ＰＲなどはご指摘を踏まえて取り組みを進め
ます。

2-3 スポーツ合宿誘致における近隣との協力
はどうか

個別の自治体とではなく、みなみ北海道観光推進協議
会の枠組みの中で取り組んでいる状況です。
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備考№ 意見要旨

基本目標　１

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜観光　・　交流人口＞

総合戦略における取組内容（案）

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 旅行スタイルに応じた観光ルートを提案してまいります。
・

○ ⇒ 検討段階に応じて情報提供をお願いしたい。

○ ⇒ 北斗市の資源をフル活用してまいりたい。

○ ⇒ ご指摘のとおり。

○ ⇒ 今後の検討事項であります。

○ ⇒ ご指摘の取り組みを進めてまいりたい。

○ ⇒陸上競技場の設備が不足している。作
りっぱなしではなく、今出来ることはやる
べきで、子ども達も安心して活動できる
場所になり、北斗市に人を呼び込むこと
にも繫がる。

1-19

1-20

1-22

1-15

1-16

1-17

1-18

2-4

1-21

観光ルートマップの作成とＰＲ。ずーしー
ほっきーを観光の目玉とし市民に愛され
る存在に

遠方に住む山林所有者が多く自分の山
を見る機会がないので「観光」と「自分の
山を見る」という北斗市の観光に貢献で
きる事業を検討している

【文化・スポーツ合宿の具体策】
東京オリンピック合宿へ手を上げるべき、
チャンスである

観光ルートマップ(市民おもてなしマップ)
の作成とＰＲ。素材は、きじひき高原、谷
観光農園、トラピスト、ハセスト、ラッキー
ピエロ、七重浜の湯、スイーツショップ巡
り(ジョリクレール・夢や)などルートは色々

北斗市ならこれという特産品による新商
品開発

【観光・特産品の具体策】

公共施設全体の管理計画(長寿命化)を策定する中で検討
してまいりたい。

北斗市らしさの積極的なＰＲ
・スポーツ施設の充実
　～更なるスポーツ合宿誘致
・音楽設備がすばらしい
　～宿泊を伴う大型コンクール誘致

新駅前ホテルと観光振興
歴史、スイーツ、体験型、ゴルフ等の
観光モデルコースの案内

Ｂ級グルメ、ホッキ飯、北斗の麺、近隣大
型施設とのコラボレーションなど

ご指摘のように取り組んでまいります。

旅行スタイルに応じた観光ルートを提案してまいります。
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○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

・

・

○ ⇒

　北海道新幹線を活かした産業の振興と雇用の場をつくる　＜一次産業＞

市内の豊富な森林資源を活用し、Ｕ・Ｉ
ターンして住宅建設する方を対象に、地
元産スギ材を提供するなど住宅建設促
進も含めた施策はどうか

総合戦略における取組内容（案）№ 意見要旨

基本目標　１

牡蠣の養殖に成功しているので特産品
に発展できるような支援を願っている

１次産業は後継者を含む担い手対策が必要であり、そ
のためにも高収益化などに向けた支援を行います。

制度設計も含めて漁協さんとも連携しながら漁業振興を図
りたい。

移住・定住対策として効果的な支援制度を構築する中
で検討してまいりたい。

備考

漁業者はこれまで１０年で半分となり６５
歳くらいが平均年齢で若い後継者はいな
い。地区で目玉となる事業がないから若
い後継者がいないのではないか。前任地
では外へ出ていた後継者が戻っても食
べれる目玉があるから若い人が多くい
る。

1-1

【北斗市農業の現状】
1-4 農業を取り巻く後継者不足やＴＰＰによる

農業経営の危機は、北斗市においても
同様であるが、後継者問題は当ＪＡ管内
の他地区よりは良い方だ。
なお、

漁業の新規就業者支援制度が示されて
いるので、これが出来れば若い人などが
少しでも漁業への魅力を感じ、水産業が
伸びるのではないか。

1-3

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

特産品になれる素材ですので、効果的な支援を行います。
なお、漁協が建設する貝類を中心とした直売施設への補
助も決定しています。

2-1

【漁業の課題】

【地元産スギの活用と定住】

1-2

より一層の農業振興を図りたい。

2-2 一次産業は北斗というより北海道ブラン
ドとして海外に照会するべきで、そのため
に可能性のある地域と交流を深めるべき

「担い手要請講座」や「あぐり平屋」の
運営により、優れた担い手の養成・農
業経営の高度化、地産地食に取り組
んでいる。

北斗市産品として「ふっくりん娘、とま
と、長ネギ、きゅうり」を中心に首都圏
や関西圏に出荷している。

北海道ブランドとしての輸出産業化という方向性は、北海
道と連携のうえで進めていくものであると捉えていますが、
まずは北斗市ブランドの普及、販路拡大に取り組んでまい
りたい。
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○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒1-4

基本目標　２

【移住を担う人材】

【移住支援策】

1-1

　北斗市らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す　＜定住　・　移住＞

総合戦略では特定世代に絞り込む考えはありません。
また、人材面では道や民間をはじめ他主体との連携を
予定しています。

総合戦略における取組内容（案）

2-3

意見要旨 指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

移住者に関して年齢層などターゲットを
絞っているのか。移住コーディネーターと
なる人材はいるのか

空き家バンクは行政が直接ではなく、仲
介する方など信頼を担保する仕組みなど
工夫を考えているか

【産業と定住】
一次産業は定住１００％であるが、市民
の市内への就業率や近隣への就業率は
どうなっているのか。また、その点を市は
どう考えているのか。

備考№

1-2 市民が市内に雇用の場を持てることは一つの理想型では
あるが、都市計画など生活圏(居住、仕事、教育、医療な
ど)は函館圏で歴史的にも成り立っており、そのような広域
連携を進めてきている。一方では、良い意味での自治体間
競争も圏域の発展に繫がると考えている。

ご指摘を踏まえた取り組みとしたい。

空き家バンクの体制構築において、民間事業者の参加を
いただきたいと考えています。

幅広い世代を対象とした移住対策に取り組んでまいりた
い。

2-1 国が掲げるＣＣＲＣを挙げていないが何
か理由があるか

【移住対象】

市内の豊富な森林資源を活用し、Ｕ・Ｉ
ターンして住宅建設する方を対象に、地
元産スギ材を提供するなど住宅建設促
進も含めた施策はどうか

Ｕターンや移住希望者を発掘するためハ
ウスメーカーや不動産会社とタイアップし
住居を支援。企業のバックアップで就職
支援。当別風の丘を利用したおもてなし
体験。

移住・定住対策として効果的な支援制度を構築する中
で検討してまいりたい。

空き家を活用した移住対策では、民間企業を含めた仕
組みを構築したいと考えています。

1-3

2-2
【空き家利活用】
空き家の再利用は大変ではないか。隣
人の意見を聞くと繊細なテーマで、自分
の生活エリアに新しい人が入ると抵抗感
があるのでは

空き家バンクの体制構築において、市役所の役割に柔軟
性を持ちながらも明確にしてまいりたい。

2-4 伊達市では職員に移住コーディネーター
に近い人材がいるようだ。市役所の体制
を整える必要がある
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基本目標　２ 　北斗市らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す　＜定住　・　移住＞

総合戦略における取組内容（案）意見要旨 指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針 備考№

○ ⇒ 全てにおいて情報発信を充実してまいります。

○ ⇒ 移住対策の制度設計の段階で参考としてまいりたい。

○ ⇒

○ ⇒

2-6 職場における「住みたくなるまち」の条件
は次の意見でしたので紹介します。
①駅前にアウトレットモールやシネマコン
プレックスのような複合施設があること(１
箇所で天候に左右されず購入できる)
②駅近くにまとまって整備された家庭菜
園も出来るような住宅地(70坪程度)が手
頃な価格で購入できること
③医療費が高校生まで無料化であること
は魅力だが、医療機関は函館市となるの
で大型複合病院があるといいこと
④函館市のベットタウン化として居住地と
複合スーパーを整備すること

1-5

今後のまちづくりにおいて参考とさせていただきたい。

公共施設全体の管理計画(長寿命化)を策定する中で検討
してまいりたい。

2-5 住みやすい市であるので、移住者の住
宅建設に助成し、Ｕ・Ｉターンしてもらいた
い。

【交流人口】
2-7 陸上競技場の設備が不足している。作

りっぱなしではなく、今出来ることはやる
べきで、子ども達も安心して活動できる
場所になり、北斗市に人を呼び込むこと
にも繫がる。

Ｕターン雇用の優位性の打ち出しと全国
への発信による若い世代や後継者づくり
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○ ⇒ ご意見として受け止めます。

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ ご指摘を踏まえて取り組みを進めてまいります。

○ ⇒

○ ⇒ 現在は高校生まで拡大しています。

○ ⇒

・
・

○ ⇒ 現在の２子以降の軽減策を継続してまいります。

意見要旨

1-7

2-1 北斗市にはかなでーるという良い施設が
あり、地域全体としても吹奏楽に取り組
んでいる。拠点施設があるので教育環境
づくりとして色々な思索の可能性がある
のではないか。また、小中一貫校を文科
省が公立化していくので、積極的に取り
組んでいく自治体が増えるのでは

1-5

1-6

1-4

№ 備考

学校給食費を助成して子育て支援

共稼ぎ家庭が多く、子供は１人か２人と
いう考えの現状を踏まえた子育て支援

医療費助成と児童手当等の充実
若い転入世帯(結婚・出産)への助成

医療費助成は高校生までを対象としても
よいと思う

現在の子どもを取り巻く社会環境は、人
を思いやる心を無くさせているのでは

北斗市は高校生までの医療費助成など
子育てサポートは手厚いが若い人口が
増えていない。高校卒業後の働く場所が
ないのが問題ではないか

【教育や子どもの環境】

【子育てなどへの支援策】

基本目標　３ 　子どもを生み、育てたいという希望をかなえる　

総合戦略における取組内容（案）

北斗市の子育て支援制度は充実していると考えていま
すが、手薄な妊婦・出産前後のサポートを充実したいと
考えています。

指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

1-1

1-2

1-3

若い人が減るのは地域のためにという教
育ができていないからなのかもしれな
い。学校やまちも発信が大事で子育てに
関してもそれが必要ではないか

不妊治療は経済的な負担も大きく、出産
後の子育て支援はあるが、子どもをつく
りたい方への施策も考えてもらいたい

【働く場の重要性】

北斗市が誇れる資源(モノ)としてご指摘を踏まえた取り組
みを進めてまいりたい。

暮らし続けるには、ご指摘のように郷土愛を育むことも必
要であると認識しています。また、総合戦略を機に積極的
な情報発信に努めます。

道が実施している特定不妊治療(体外受精及び顕微授精
など)のほか、初期段階の不妊治療(薬物治療、人工授精、
検査費用など)にかかる費用の経済的な負担軽減につい
て、ニーズを把握し助成の適否を検討したい。
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意見要旨№ 備考

基本目標　３ 　子どもを生み、育てたいという希望をかなえる　

総合戦略における取組内容（案）指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

○ ⇒ 現制度で手薄なところを充実したいと考えています。

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 同　　上

1-8 他の市町村と比較しても１００％とは言え
ないまでも取り組みは進んでいる。

2-2 共稼ぎ世帯は子どもが１人、２人という方
が多い状況。若い世代が北斗市に結婚
して転入する、子どもが産まれて転入す
るという方への助成をするというのがよ
いのでは

2-5 街コンがあたりまえという風潮になれば
有効だが、今は抵抗感があると思う

2-4
【婚活事業】
テレビ番組で婚活の内容もあるので活用
してみてはどうか

【女性の社会復帰】
2-3 介護ため会社を辞め介護を終えて社会

に戻りたいとなったときに中々戻れる雇
用の場が難しく、そのような状況にある人
の再雇用も考えてもらいたい

女性の社会進出において必要なサポートであり、国の支
援制度の紹介に努めてまいりたい。

婚活事業の適否や内容などについて検討してまいりたい。

ご指摘を踏まえて効果的な支援制度を構築してまいりた
い。
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○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 誰からも選択していただけるよう取り組みを進めます。

・
・

○ ⇒

○ ⇒

○ ⇒ 移住対策に取り組む上でのポイントであると思います。

○ ⇒ 同　上

【市民の満足度を高めるサービス】

備考

石別地区も若い人が少ないが福祉施設
の職員が１００人程度いて函館市内から
通勤している。そのような方々が住める
ような環境整備ができれば人を増やせる
のではないか

総合戦略における取組内容（案）意見要旨 指摘事項に関する現状　または　総合戦略における方針

当別への海水浴場の設置、トラピスト修
道院周辺の雰囲気の満喫、ローマへの
道冬物語の充実

ご指摘を踏まえて石別地区の地域振興策を検討してまい
りたい。

1-3 函館市のベットタウンである側面を考え
れば、七飯町も含めて函館圏として構想
することが必要で、交通網の整備など市
民の暮らしの向上に繫がると思う

市民の満足度を高める市民サービスの
実施

高齢者サービスと子ども医療費助成
一生住み続けたいと思わせる環境づ
くり

移住では新しい人が地元に入ってきても
町内会の方が中に受け入れるようになっ
ているだろうか

より身近な地元の人とのつながりができ
る工夫が必要で、そのような取組みが各
町内会に広がっていければよい

№

　住み続けたいという暮らしの環境をつくり守る

茂辺地地区や石別地区の定住・地域振興策は、市全
体よりも限られた資源の中で施策を講じる必要がある
という点での難しさはありますが、高規格道路整備によ
る時間短縮、都市計画区域外である地価の安さや豊か
な自然など、その地域にしかない利点や資源を生かし
た施策を総合戦略に盛り込みたいと考えています。

2-1

定住自立圏事業、公共交通など、必要なものは広域で
取り組みます。

基本目標　４

1-1

1-2

【茂辺地・石別地区の振興策】

【函館圏域の枠組みでのまちづくり】

地域コミュニティを維持・向上する支援や環境づくりを進め
ます。

2-4 近所の方が率先して声かけしている。隣
近所でサポートしている。

【地域コミュニティ】
2-2

2-3
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